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無断複製は損害賠償､著作権法上の罰則の対象となります。 2012年3月11日発行

木材ニュースレター

１. 調査実施期間 平成25年 2月20日 ～平成25年3月10日

２. 調査実施方法

 3月分の回答企業数は27社､ 回収率は67.5％である。

３. 判断指数の算出方法
　各調査項目について以下の方法でウェイト･ディフュージョン･インデックスを算出した。

４. 調査結果の概要

(１)荷動き動向

表-1　荷動き Weight.Ｄ.Ｉ.

 25/3月 25/4月 25/5月

仕入動向 国産材 17.5 2.5 -2.5

外材 4.0 0.0 -4.0

販売動向 国産材 10.0 5.0 2.5

外材 18.0 2.0 2.0

在庫動向 国産材 21.1 2.6 -2.6

外材 2.0 -4.0 0.0

(２)価格動向

表-2　価格 Weight.Ｄ.Ｉ.

品　目 25/3月 25/4月 25/5月

スギ正角(グリーン) 6.7 13.3 10.7
スギ正角(ＫＤ) 6.7 20.0 17.9
ヒノキ正角 13.3 13.3 14.3
ヒノキ土台角 14.3 14.3 11.5
米ツガ正角(現地挽) 50.0 28.1 18.8
米ツガ防腐土台角 40.0 26.7 16.7
米ツガ割物(現地挽) 53.3 30.0 20.0
米マツ平角 50.0 28.6 23.1
北洋アカマツタルキ(現地挽) 63.3 33.3 14.3
ホワイトウッド集成管柱 72.2 44.4 26.5
レッドウッド集成平角 63.3 43.3 26.7
型枠合板(輸入) 62.5 29.2 12.5
針葉樹構造用合板 58.3 29.2 12.5
針葉樹構造用合板（厚物） 58.3 31.8 13.6

スギ正角（グリーン）、スギ正角
（KD）、ヒノキ正角及びヒノキ土
台角とも外材の品薄、価格上昇も
あって強保合いないし保合で推
移。
米ツガ正角、防腐土台角及び割物
は、品薄、円安等で上昇、高値横
ばいで推移。
米マツ平角も、急上昇、高止ま
り。
北洋アカマツタルキも入荷減、品
薄、円安で急上昇、高値横ばい。
ＷＷ集成管柱、ＲＷ集成平角とも
品薄・円安で急上昇、高止まり。
合板は、輸入合板、構造用合板及
び構造用（厚物）ともに上昇、高
値横ばいで推移、針葉樹は品薄。

　したがって､この割合がゼロの場合はその増加と減少が等しいことを示し､プラスになるほど増
加が多く､逆にマイナスになるほど減少が多いことを示す。

(財)日本木材総合情報センター
TEL03-3816-5595  FAX03-3816-5062

木材製品の荷動き･価格先行き動向調査(25年3月分)

　東京､大阪､名古屋の流通企業(問屋､仲買･小売商)に対し､アンケート調査票を送受するこ
とにより実施した。

　Weight.Ｄ.Ｉ.(ウェイト･ディフュージョン･インデックス)＝{(｢増加｣の評価を行った回答の
割合)×2＋(｢やや増加｣の評価を行った回答の割合)－(｢減少｣の評価を行った回答の割合)×2－
(｢やや減少｣の評価を行った回答の割合)}÷２

仕入れは、外材は品薄、価格上昇等
もあって3月はプラスだが5月に向け
マイナスに、国産材は先行き不透明
だが3月のプラスが5月に向けマイナ
スに。
販売は3月は国産材、外材ともプラ
スだが5月に向けプラス幅縮小。
在庫は、3月は国産材はプラス、外
材は小さなプラスだが外材の品薄、
価格上昇の影響等もあって国産材、
外材とも5月に向け小さなマイナ
ス、あるいはゼロに。
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1.荷動き 

仕
入
れ
動
向 

欧州材、北洋材、米加材とも全面高で材の確保が難しい。あれば買い。(東京：集成材等問屋)外材は在庫少なく 
ムーズに仕入れができない。（東京：集成材等問屋） 
納期が長く掛かり、仕入れ難しい。価格も強い。（東海：外材問屋） 
マレーシアと新木場は買手市場、インドネシアは強い。決算期のため不急な材は買わない。（東京：南洋材問屋）
産地は雨天多く原木の伐採進まず高値止まり。(東京：南洋・中国材問屋）現地価格のアップと為替円安により仕
入れがかなりタイトになっている。(東京：南洋・中国材問屋） 
産地原木入荷はかなりコストアップ。産地製品出荷増やせない。（東京：広葉樹等問屋） 
需要少なく製品少ないにもかかわらず不足感ないが、良材品は探すのに苦労。（東京：国産材問屋） 

以前の値段と変わらないアカマツ、LVL,積層フリー板等があると思わず買う。（東京：仲買・小売） 

 
 

販
売
動
向 

値上げのアナウンスはしているが、それ以上に仕入れの上がり早く現場は混乱。荷動きは良い。（東京：集成材等問
屋）2､3月と、それほど売行き良いとは思えない。（東京：集成材等問屋） 
まずまず。（東海：外材問屋） 
年度末、先高感有り、多少動きは良い。（東京：南洋材問屋）産地価格・円安のコスト上昇分を販売価格に転嫁した
いが進まず。（東京：南洋・中国材問屋）造作材の荷動きは低調。（東京：南洋・中国材問屋）仮需出ている。春先
荷動き減るも価格は上昇する。（東京：広葉樹等問屋） 
国産材役物は 5月以降まで動き無いと予想。(東京：国産材問屋) 
今月は新築が重なり売り上げ増が見込まれる。材はまだ、外材で決まっている。（東京：仲買・小売）消費税増税
駆け込み需要の出具合によりどう変化するか。（東京：仲買・小売）戸建てプレカット物件の動きあるも全体的な
商いは細かい。リフォーム部門は変わらず忙しい。（東京：仲買・小売） 
政権交代後、非常に荷動き活発な状態続く。2,3月の忙しさはバブル期以降初。（東海：仲買・小売） 
ハウスメーカは堅調の様子も、町家の工務店は振るわず市況はゆっくり、アベノミクス効果未だ現れず。（大阪：
仲買・小売）輸入材が値上がりしているが仕事少ないので販売は今一歩。（大阪：仲買・小売） 

在
庫
動
向 

在庫を増やす予定だが思ったように買えずあまり増えない。（東京：集成材等問屋）値上がり見越して少々多めに
仕入れており在庫多め。（東京：集成材等問屋） 
売れ筋の材は少ないが、他は横ばい。（東海：外材問屋） 
手持ちの在庫少なく入荷も少ないため在庫減。(東京：南洋･中国材問屋) 
特に良材の少ない外材を中心に、持てるだけの在庫を持っている。（東京：仲買・小売） 

  
2.価格動向 

スギ正角 

スギ柱 KD 材の仕入れは 3,000 円アップするも売値はそれほど上げられない。（東京：国産材問屋)
内地材の出遅れが目立ってきた。良材は思うように買えない状況続く。（東京：国産材問屋) 
スギ KDは品薄になってきた。価格上昇。（東海：外材問屋） 
実需か便乗か、少しずつ上昇の声を聞く。（東京：仲買・小売） 

ヒノキ正角
土台角 

品薄、価格上昇。（東海：外材問屋） 
実需か便乗か、少しずつ上昇の声を聞く。（東京：仲買・小売） 

米ツガ 土台角が 2,000円/m3上昇。（東海：外材問屋） 

米マツ平角 

メーカーは 1割近く値上げ、問屋はその半分くらいを値上げ。（東京：集成材等問屋） 
3月 1日から 2,000円/m3上昇、正角は 3,000円/m3上昇。（東海：外材問屋）再度値上げ、タルキもか
なりの値上げ。（東海：外材問屋） 
問屋は据え置きだがプレカット工場は上げている。（東京：仲買・小売） 

北洋アカマ
ツタルキ 

3,000円/m3上昇。（東海：外材問屋）1割以上アップ。（東海：外材問屋） 
価格の上昇以上に、特に 3mの良材少なく苦慮。（東京：仲買・小売） 
値段ばかり上がり荷動き悪い。（大阪：仲買・小売） 

WW･RW集成材 

全面高は暫く続きそう。（東京：集成材等問屋）RW 集成平角は玉不足で仕入れに苦労。（東京：集成材
等問屋） 
国内 WW柱 1,900円/本、RW平角 3月 58,000円/m3、4月以降 60,000円/m3か?。（東海：外材問屋）管
柱は 1カ月待ちで、いくらになるかも判らない。（東海：外材問屋） 
どこの問屋、プレカット工場も一気の上昇が始まっている。（東京：仲買・小売）価格上がってもなか
なか売値に転嫁できず。（東京：仲買・小売）値段ばかり上がり荷動き悪い。（大阪：仲買・小売） 

合板 

輸入合板は現地の原木価格高騰や為替の影響等もあり価格強含み、5月頃から落ち着くとの見方。針葉
樹合板は寒気による生産効率の悪化、物流の停滞等により市場の玉足りない状況続き価格強含みも、
気温上昇とともに解消へ向かう様相。（東京：合板問屋） 
針葉樹は品不足、3月の価格は、針葉樹構造用 900円/枚以上、針葉樹構造用（厚物）2,050円/枚以上。
（東海：外材問屋） 
いずれも上昇、12mmは問屋により持っているところと欠品のところに分かれている。（東京：仲買・小
売）針葉樹構造用は物が出てこない。（東京：仲買・小売） 
品薄と単価アップ、5月までは上がる見通し。（大阪：仲買・小売） 
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